木精 



メ. 4 區ダ 



いわ びょうぶ 

巌が屛 風の ように 立って いる。 登山 をす る 人が、 始 

みやまう す ゆきそう 

め て 深山 薄雪草の 白い 花 を 見付けて 喜ぶ の は、 ここの 

谷間で ある。 フランツ はいつ もこ こへ 来て ハル ロォと 

呼、" 

麻の ような ブロンドな 頭 を 振り 立って、 どうかした 

口才 マ いけど 

ら羅馬 法皇の 宮廷へ でも 生 捕られて 行きそう な 高音で 

ハル ロォと 呼ぶ ので ある。 

呼んで しま つて じいつ として 待って いる。 

暫くす ると、 大きい 鈍い コント ル バスの ような 声 

で ハル ロォと 答える。 

こだま 

これが 木精で ある。 



呼んで しまって、 じいつ として 待って いる。 

暫くして もう 木精が 答える 頃 だな と 思う のに、 山 は 

ひっそりして なんにも 聞えない。 ただ 深い 深い 谷川が 

ごう) J うと 鳴 つ て いるば かりで ある。 

フランツ は 久しく 木精と 問答 をし なかった ので、 自 

分が 時間の 感じ を 誤ってい るかと 思って、 また 暫く じ 

いっとして 待って いた。 

木精 はや はリ 答えない。 

フランツ はじい つと していつ まで もい つまで も 待つ 

ている。 

木精 はい つまで もい つまで も 答えない。 



ていたば かりで あつたが、 この 時に なって 急に 何とも 

一一 一一 n えない 程 心細く 寂しくな つた。 譬 えば これまで 自由 

に 動かす ことの 出来た 手足が、 ふいと 動か なくなった 

ま ひ 

ような 感じで ある。 麻痺の 感じで ある。 麻痺 は 一 部分 

うなじ 

の 死で ある。 死の 息が 始めて フランツの 項に 触れた 

ので ある。 フランツ は 麻の ような ブロンドな 髪が 一 本 

一本 逆に 竪 つような 心 持が して、 何 を 見る ともなし に、 

まわり 

身の 周 匝 を 見廻した。 目に 触れる 程の ものに、 何の 

変った 事 もない。 目の前に は 例の 岩が 屏風の 様に 立つ 

うが 

ている。 日の 光が ところどころ 霧の 幕 を 穿って、 樅の 

木立 を 現わして いる。 風の 少しもない 日の 癖で、 霧が 



ぶこと は 廃そう。 こん 度 呼んで 見たら、 答える かも 知 

れな いが、 もう 廃そう。 

やみ 

闇が 次第に 低い 処 から 高い 処へ 昇って 行って、 山々 

の巔は 最後の 光 を 見せて、 とうとう 闇に 包まれて し 

まった。 村の 家に ちら ほら 燈 火が 附き 始めた。 

(明治 四十 三年 一 月) 
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